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生 活 育成すべき資質・能力を明らかにして単元を構想する過程について

事例 内容（５）「季節の変化と生活」と，内容（６）「自然や物を使った遊び」に基づいた単元を構想する過程

① 単元目標の作成 学習指導要領の指導事項を参考に，具体的な学習対象や活動に即して単元目標を作成する。
単元の目標例 ※実線箇所は内容(5)，波線箇所は内容(6)を

基に作成しています。
Ａ秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通して，Ｂ秋とその

他の季節との違いや特徴を見付けたり，遊びや遊びに使う物を工夫
して作ったりすることができ，Ｃ秋の自然の様子や夏から秋への変
化，それを利用した遊びの面白さに気付くとともに，Ｄ季節の変化
を取り入れ自分の生活を楽しくしたり，みんなと楽しみながら遊び
を創り出そうとしたりすることができる。

右の単元の目標例は，内容(5)と(6)を育
成すべき資質・能力ごとに組み合わせて，
構造的に表しています。
Ａは単元で取り上げる具体的な活動や対象，
Ｂは思考力，判断力，表現力等の基礎，
Ｃは知識及び技能の基礎，
Ｄは学びに向かう力，人間性等を表します。

② 単元の評価規準の作成 育成すべき資質・能力を踏まえて作成する。（以下は主体的に学習に取り組む態度の例）

資質・能力のうち「学びに向かう力，人間性等」については，
観点別学習状況を見取ることができる部分として「主体的に学習
に取り組む態度」を観点とします。このとき，目指す資質・能力
の文末（Ｄ参照）を「することができる」から「～しようとして
いる」に変えることで，評価規準として設定することができます。

主体的に学習に取り組む態度の評価規準
秋の自然を見付けたり遊んだりする活動を通

して，季節の変化を取り入れ自分の生活を楽し
くしようとしたり，みんなと楽しみながら遊び
を創り出そうとしたりしている。

③ 小単元の評価規準の作成 学習指導要領解説の，内容に関する資質・能力の記載事項を参考にして作成する。

④ 指導と評価の計画の作成 単元目標の達成に必要な学習の流れを検討し，③をバランスよく配置しながら指導と
評価の計画を作成する。その際，結果に至るまでの過程を重視すること，「四つの目」で見取ることに配慮する。

学習指導要領解説 内容(6)の記載例（一部）
みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとするとは，

自分と友達などとのつながりを大切にしながら，遊び
を創り出し，毎日の生活を豊かにしていくことである。

（例）・友達のよさを取り入れたり自分との違いを生かした
りして，遊びを楽しくしようとしている。

・みんなで遊ぶことで生活が楽しくなることを実感し，
毎日の生活を豊かにしようとしている。 など

生活科の目標の達成に向けた指導と評価の一体化を図るためには，育成すべき資質・能力を明らかにして単元の目標を定
め，この目標を基に具体的な児童の姿として単元の評価規準を作成することが必要です。その上で，学習指導要領解説を参
考にして小単元の評価規準を作成し，実際の活動や対象に照らして指導と評価の計画を立案していくことが大切です。

みんな，学校の周りで見付けてきたどんぐりや松ぼっく
りで遊びたそうにしていたなあ。自然に触れさせながら，
自然の物を使って遊びを創る経験を増やしたいな。

このような教師の思いや児童の実態を，学習指導要
領の指導事項に重ね合わせて捉え直すことで，育成を
目指す資質・能力を明らかにすることができます。

理 科

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

知識について
は，解説の各内容のア(ｱ)
～(ｴ)を基に作成します。
技能は，器具や機器の
操作と，結果の記録に関
することを記述します。

思考･判断･
表現については，学
年で主に育成を目指
す問題解決の力に十
分配慮して作成しま
す。

主体的に学
習に取り組む態度に
ついては，対象や他
者とどう関わって問
題解決しようとして
いるか，学びをどの
ように学習や生活に
生かそうとしている
かを記述します。

・日陰は太陽の光を遮る
とでき，日陰の位置は
太陽の位置の変化によ
って変わることを理解
している。Ａ

※上記は内容(2)ア(ｱ)を
基に作成。ア(ｲ)は省略。

・太陽と地面の様子につ
いて，器具や機器など
を正しく扱いながら調
べ，それらの過程や得
られた結果を分かりや
すく記録している。Ｂ

・太陽と地面の様子につ
いて，差異点や共通点
を基に，問題を見いだ
し，表現するなどして
問題解決している。
Ｃ

・太陽と地面の様子に
ついて，観察，実験
などを行い，得られ
た結果を基に考察し
表現するなどして問
題解決している。Ｄ

・太陽と地面の様子に
ついての事物・現象
に進んで関わり，他
者と関わりながら問
題解決しようとして
いる。Ｅ

・太陽と地面の様子に
ついて学んだことを
学習や生活に生かそ
うとしている。Ｆ

理 科 の 評 価 規 準
度態む組り取に習学に的体主現表・断判・考思能技・識知

Ａ知識面 Ｃ観察，実験前の思考・判断・表現 Ｅ粘り強い取組を行おうとする側面及び自らの学習を調整しようとする側面

Ｂ技能面 Ｄ観察，実験後の思考・判断・表現 Ｆ理科を学ぶことの意義や有用性の認識という側面

内容のまとまりごとの評価規準作成のポイント
評価規準は，学習指導要領に示す目標の実現状況を判断するよりどころを表現したものです。評価規準を作成することで，

問題解決のそれぞれの過程において，どのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にすることができます。作成に当た
っては，取り上げる内容に照らし合わせて，次の六つの観点を基に具体的な児童の姿を想定しておくことが大切です。

小学校第３学年 「太陽と地面の様子」の単元の評価規準例（一部） Ｄの評価規準を基に評価する具体例

観察の結果
午前１０時 正午

日なた １９℃ ２６℃
日かげ １４℃ １６℃

思考・判断・表現【記述分析】
日なたと日陰の地面の暖かさにはどのよ

うな違いがあるかについて，観察の結果を
基に考察し，表現している。

＜本時のねらい＞（７／１１時間）
観察の結果から日なたと日陰の地面の暖かさ

について考察し，違いについてまとめている。

時間的な見方や日なたと日陰の地面の温
度を比較して考えている子どもの記述か
ら，理科の見方・考え方を働かせて問題
解決していると判断できるため，「おお
むね満足できる状況」と評価することが
できます。

考 時間がたつと太陽の光が当た
って日なたの地面の温度は高くな
るが，日かげの温度はあまり変わ
らないことがわかった。
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内容のまとまりごとの評価規準作成のポイント


